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上巻・「第２４ 月不知わり不知本不知ノ割」  

はじめに 

 これは、小学校の算数でもよく出そうな問題です。本文が読めれば割合に解くのはたや

すいかも知れません。本文にある解法の読み解きができなくても、現代の算数を使って独

力で解くのも面白いでしょう。が、独力で解いた後でもいいので、本文の解法の読み解き

はぜひお勧めしますので、チャレンジをしてください。 

 

１．「月不知わり不知本不知ノ割」の問題とは 

 さっそく原文にあたってみましょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こんな感じですね。 

 まず表題を、どこで切ればいいのか分かりますか。 

 月不知わり不知本不知ノ割 

 同じ「不知」という文字が３度でてくるので、３つの「不知」の繰り返しであること

はすぐに見つけられますね。 

 月不知、わり不知、本不知ノ割 

ということですね。この「第２４」の問題の中に３つの「割」の問題が入っているとい

うことが分かります。この「不知」というのは、「知らず」と下から上に読むんです。 

 ここの割りの問題は 

 １．月不知・・・・月知らず 

 ２．わり不知・・・わり知らず 

 ３．本不知・・・・本知らず 
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の３つの問題からなっているのです。なので、１つ１つを読み解いていけばいい訳です。

では１つ目から読下し文で見ていきましょう。 

 この内、問題文だけを現代語 

でみますと、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意味が分かりにくい語句が出てきますので、ここで簡単に説明をしておきます。  

 銀：大坂（阪）を中心とした西日本でつかわれていた、当時のお金のことです。江戸

では金が中心ですが、大坂は銀でした。 

本銀：お金を借りた時の額のことです。 

 利銀：借りたお金に対する、利息分の額です。 

 割：本銀に対する利息の割合のことです。 

これらのことが分かれば、後は理解できますね。 

 答は、６か月となっています。 

 

２．「月不知」を解くぞ！ 

 解法の現代文を提示しながら考えていきましょう。 

 借りた７００匁に利息の割合の８分をかけると５匁６分となり、これで利息の

３３匁６分を割ると６か月となります 

 上の文だけでも理解してもらえるとは思いますが、簡単に解説します。 

 ７００匁の銀を借りました。その利息は１か月で銀１００匁につき８分です。ですか

ら、この７００匁に利息分の８分をかけました。 

  ７００÷１００＝７ 

７×０．８＝５．６ 

     ＝５匁６分 

 これが７００匁に対する一月分の利息です。 
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問題の利息分は「３３匁６分」なので、これを一月分の利息で割ります。 

  ３３．６÷５．６＝６ 

となり、「６か月」と出ましたね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「わり不知」を解くぞ！ 

 ここの文を、読下し文に直しますと、 

問題文だけを現代文で提示しま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、この答は、「８分」というのです。 

 いよいよ解法です。これも現代文で提示します。 

 ７００匁で利息の３３匁６分を割ると、４割８分となります。これを６か月で割れ

ば８分となります。 

 

 この計算は理解できますね。６か月分の利息の割合の総合計をまず求めて、それを借

りた月数で割ることで一月分の利息の割合を求めるんですね。 
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まず、総利息分を、１００匁あたりで求めます。 

  ７００÷１００＝７ 

  ３３．６÷７＝４．８（匁）・・・１００匁あたりの利息分（割合に相当） 

  ４．８÷６＝０．８・・・・単位は匁ですが、銀１００匁あたりの１か月分の利息

分の割合に相当します。 

このようにして求められました。 

ここで分かりにくいのは、利息の３３匁６分を７００匁で割った答えが「４割８分」

というところでしょう。この「４割」というのは、現代で使う「４割」ではありません。

現代では、０．１を１割で表しますが、江戸時代では「割」という単位はありません。 

１００匁に対しての利息の割合を求めているので、「７００÷１００」の計算をしま

した。総利息をこの１００匁７つ分の「７」で割ります。出てきた「４．８」の単位は

「匁」ですが、６か月分の利息の割合の総合計です。これが本文では「４割８分」と書

かれているんですね。正しく書くとすれば「４８分」でしょうね。 

 

 

４．「本不知」を解くぞ！ 

 ここの文を、読下し文に直しますと、 
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いよいよ解法です。これも現代文で提示します。 

 ６か月に８分をかければ４匁８分となり、これに１００匁を加えると１．０４８（１ 

０４匁８分）となります。７３３匁６分を、この１．０４８で割れば７００匁と 

なります。 

 １か月に８分の利息なので、６か月全体でみると 

  ０．８×６＝４．８ 

       ＝４匁８分 
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 １か月の利息８分は、銀１００匁に対してだったので、利息の４匁８分に本銀の１０

０匁を加えます。 

  ４匁８分＋１００匁＝１０４匁８分 

           ＝１．０４８（１００匁に対しての６か月分の割合を加えた） 

 本銀と利息銀を合わせた「７３３匁６分」を上の６か月分の割合を加えたので割ると、 

  ７３３．６÷１．０４８＝７００（匁） 

と、本銀（元の借銀）の額が求められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


